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□ﾏﾀﾆﾃｨﾏｰｸのﾃﾞｻﾞｲﾝ決定 □東京都交通局で点字版のりかえ・出口案内(大江戸線)を作成

□4月1日から駅を子供の避難場所に □仙台市交通局で点字による乗車位置案内板を設置 

□3月18日IGRいわて銀河鉄道に新駅開業 □今秋よりJR東海でIC ｶｰﾄﾞ TOICA開始 

□3月18日野岩鉄道の駅名が変更 □来年初めからタクシーでもSuica導入へ 

□4月1日から小田急電鉄でﾊﾟｰｸ&ﾗｲﾄﾞの試行が開始 □西日本鉄道2008年春からICカード導入 

□4月1日から岳南鉄道の駅名が変更 □2007年3月suicaとPASMOの相互利用ｻｰﾋﾞｽ開始 

□4月9日名鉄ﾊﾞｽでﾊﾟｿｺﾝや携帯電話から乗車券購入が可能 □2009年からJR北海道、札幌市交通局でIC ｶｰﾄﾞ導入開始

□4月10日山口県のタクシーが子供１割引に  

□4月16日JR東日本新宿駅で新改札口導入  

□4月18日大阪市交通局1駅にバリアフリー設備新設  

□4月19日発表東京都営地下鉄にバリアフリー設備新設  

□4月21日からルート検索システム導入  

□4月21日日樽鉄道で新駅開業  

□4月22日日豊本線で新駅舎  

□4月29日から名鉄でﾊﾝﾄﾞﾙ形車いす利用駅拡大へ  

□5月1日から大阪市交通局にバリアフリー設備新設  

□5月15日から常磐線で女性専用車両導入へ  

□5月15日から小田急線で女性専用車両が拡大  

□6月2日成田空港に新旅客ﾀｰﾐﾅﾙがｵｰﾌﾟﾝ  

□7月1日南海電気鉄道、泉北高速鉄道がﾋﾟﾀﾊﾟ導入  

□8月JR東日本でポスターから携帯に情報入手  

６．各種催し物のお知らせ 
□アクセスディンギー体験会＆シンポジュウム □第２回国際ユニヴァーサルデザイン会議2006  

□第9回 国際福祉健康産業展～ｳｪﾙﾌｪｱ 2006～ □P.P.C. 2006 第8回西日本国際福祉機器展 

□Exposanita'-International Healthcare Exhibition  □新潟国際ビジネスメッセ 2006 

□第33回土木計画学研究発表会（春大会）  □IPEC21-2006 

□第２回介護フェア200 □九州ホスピタルショウ2006  

□日本福祉のまちづくり学会 第９回全国大会 □北海道ホスピタルショウ2006 

□MEDTRADE 2006  □関西ホスピタルショウ2006 

□第33回国際福祉機器展 H.C.R,2006  □日経住まいのリフォーム博 2006 （第2回） 

□HOSPIMedica ASIA 2006  □GERONT EXPO - HANDICAP EXPO 

□REHACARE International 2006 □SIFER 2007 

  

７．その他 

■書籍に関して   ／  ■記事募集中   ／   ■お願い（必ずお読みください。）  

８．コラム 

１．バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■交通バリアフリー推進の集い冊子配布について 

２．ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■第22回DPI日本会議全国集会in大阪 

■点字表示がJIS規格化されました 

３．エコモからのお知らせ 

■らくらくおでかけネットがリニューアルしました 

■海上交通バリアフリー化に向けた意見募集 

■平成18年度海上交通バリアフリー施設整備の助成を開始します（申請期間は6月1日～8月31日） 

■小中学生の総合学習、修学旅行等の受け入れのご案内 

■バリアフリー学習図鑑「みんなで考えるバリアフリー」（CD-ROM）の公開 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

４．行政からのお知らせ 

■都道府県別ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報が更新されました（国土交通省） 

■交通バリアフリー法移動円滑化基本構想策定状況（国土交通省） 

５．ニュース 
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１．バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■交通バリアフリー推進の集い冊子配布について 

 交通バリアフリー推進の集いの当日配付資料（第２回～４回）をご希望の方にお送りします。ご連絡ください。   

→FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 

２．ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■第22回DPI日本会議全国集会in大阪  

  日時：6 月10 日（土）13:30～16:30、11 日（日）9:30～16:30 

  場所：国際障害者交流ｾﾝﾀｰ ビッグ・アイ http://www.big-i.jp/ 

   参加費：3,000 円（資料代含む） 

  プログラムについてのお問合：特定非営利活動法人DPI 日本会議 TEL03-5282-3730 FAX03-5282-0017 

  お申込についてのお問合:第22 回DPI 日本会議全国集会大阪大会実行委員会（幹事団体：障害者の自立と完全参加を

めざす大阪連絡会議） TEL06-6889-8126 FAX06-6779-8109 

  詳細は→ http://www.dpi-japan.org/2006soukai.pdf 

■点字表示がJIS規格化されました 

点字表示に関して、日本規格協会で JIS 規格化されました。JIS T 0921:2006  高齢者・障害者配慮設計指針―点字の表示

原則及び点字表示方法―公共施設・設備 

詳細は→ http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/Com/FlowControl.jsp?lang=jp&bunsyoId=JIS+T+0921%3A2006&dantaiCd=JIS&status=1&pageNo=0 

 

３．エコモからのお知らせ 

■らくらくおでかけネットがリニューアルしました 

 平成 14 年 1 月から本格運用を開始したらくらくおでかけネットですが、利用者にとって使いやすいようウェブアクセシビリティを

取り入れた構成を目指しこの度パソコン版を、リニューアルしました。 

  詳細はこちら→http://www.ecomo.or.jp/barier_free/hoka/bari_rakuraku_renewal.htm 

現在は、鉄道駅4,072 駅、空港85、バス 158、旅客船411 ターミナルの情報を提供しています。最近の１日のアクセス件数

は、約3,000 件となりました。特に、携帯端末によるアクセスが増えています。なお、アドレスは下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

            （携帯版＝i-mode,vodafone）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

           （携帯版＝EZ-web）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile_ez/ 

■海上交通バリアフリー化に向けた意見募集 

 当財団では、離島生活航路のバリアフリー化を図るため、旅客船及び旅客船ターミナルのバリアフリー交通施設整備の助

成を行っております。海上交通バリアフリー化のために必要と思われるご意見、ご要望がありましたらお送りください。 

E-mail：t-arai@ecomo.or.jp FAX03-3221-6674 

■平成18年度海上交通バリアフリー施設整備の助成を開始します（申請期間は6月1日～8月31日） 

 当財団では、日本財団からの助成金により海上交通におけるバリアフリー化を推進するため、旅客船（改造・新造）並びに

旅客船ターミナルのバリアフリー施設・設備について助成を行います。 

なお、申請期間は 6 月１日から 8 月 31 日までです。また、申請をされる方は、所定の様式がありますので、事前にご相談く

ださい。詳細は→http://www.ecomo.or.jp/barier_free/funejyosei/jyosei_h18/bari_sisetuseibijosei_h18.htm 

お問い合わせ先：交通エコロジー・モビリティ財団 バリアフリー推進部  担当：角田、岩佐、荒井 

              TEL:03-3221-6673 FAX:03-3221-6674 E-Mail:t-arai@ecomo.or.jp 

■小中学生の総合学習、修学旅行等の受け入れのご案内 

 毎年、総合学習や修学旅行等でバリアフリー等について学びにこられる学校の関係者の方へのご案内ページを新たに作

成しました。講習の他に、車いす体験や高齢者疑似体験等、ご希望に沿った内容で実施しています。  

詳細は→http://www.ecomo.or.jp/barier_free/gakusei/gakuseiukeire_index.htm 

■バリアフリー学習図鑑「みんなで考えるバリアフリー」（CD-ROM）の公開 

 子供達がバリアフリーや福祉に関する学習を進める上で、障害のある人達の日常の不便さ等を知り、ハード面のバリアフリ

ー、ソフト面での（心の）バリアフリーを理解し、バリアフリー社会の実現を自分のこととして捉えるため親しみやすいCD-ROMを

作成しました。現在、交通エコモ財団のホームページにて公開しています。是非ご利用ください。→ 

http://www.ecomo.or.jp/index_img/kaisetsu.htm 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 
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  公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、こちらは、あくまでも地域の市

民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために提供しています。実際に駅を評価される場合は、皆様の自

主的な活動として、鉄道事業者の方にご連絡してください。なお、本マニュアルを利用して、駅等の評価を行われましたら、是

非とも当財団まで結果をお送りくださいますようお願い致します。  

 

４．行政からのお知らせ 

■都道府県別ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ情報～すべての人々が安心して生活できるﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ環境を目指して～が更新されました    

国土交通省では、バリアフリー施設整備の進捗に、地方公共団体の取り組みに差が見られることから、旅客施設、道路、

都道府県庁・市町村役場等の公共建築物、バス車両等のバリアフリー化の状況、交通バリアフリー法に基づく基本構想

の策定状況等の個別指標について情報収集を行い、地方公共団体毎にとりまとめて公表しておりましたが、この度更新され

ました。新たに交通バリアフリー法移動円滑化基本構想について策定された市区町村について地図上で確認することがで

きるなど、見やすくなりました。 → http://www.mlit.go.jp/barrierfree/transport-bf/BFI/bfi.html 

■交通バリアフリー法移動円滑化基本構想策定状況（平成18年1月末まで）  

基本構想を作成済みの市区町村 198 市町村(227 基本構想) 

詳細は→http://www.mlit.go.jp/barrierfree/transport-bf/basicplan/jyurijyoukyou1709.pdf 

 

５．ニュース 

□マタニティマークのデザイン決定しました 

   厚生労働省では、「健やか親子２１」の課題の１つとして挙げられていた妊産婦にやさしい環境づくりを行う取組みの一環とし

て、マタニティマークのデザインが決定しました。 

   詳細は→http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/03/h0301-1.html  

□4月1日から駅を子供の避難場所に 

  JR 旅客6 社と公民鉄171 社では、「こもど 110 番の駅」が 4 月1 日からスタートしました。全国的で 2,819 駅で実施されてお

り、実施駅の改札口や駅事務室付近には、「きかんしゃトーマス」をデザインした統一ステッカーが掲出されています。 

 詳細は→http://www.mintetsu.or.jp/society/news/060309.pdf 

□3月18日IGRいわて銀河鉄道に新駅開業 

IGR いわて銀河鉄道に、青山駅（盛岡市）と巣子駅（滝沢村）の２つの駅が開業されました。 

詳細は→http://www.igr.jp/company/new-station/newstationopen20060318.htm 

□3月18日野岩鉄道の駅名が変更 

 会津鬼怒川線の３駅の駅名が変更になりました。中三依→中三依温泉（なかみよりおんせん）駅、上三依塩原→上三依塩

原温泉口（かみみよりしおばらおんせんぐち）駅、会津高原→会津高原尾瀬口（あいづこうげんおぜぐち）駅となりました。 

 詳細は→http://www.tobu.co.jp/yagan/ 

□4月1日から小田急電鉄でパーク＆ライドの試行が開始 

 小田急電鉄では、駐車場を活用し小田急百貨店町田店でパーク＆ライドの試行を開始しました。 

 詳細は→http://www.d-cue.com/program/info/data.info/1534_5345167_.pdf 

□4月1日から岳南鉄道の駅名が変更 

1 駅の駅名が変更になりました。日産前駅→ジヤトコ前駅（ジヤトコ 1 地区前）となりました。 

□4月9日名鉄バスでパソコンや携帯電話から乗車券購入が可能 

空港バスの乗車券が、パソコンや携帯電話から事前に購入できるサービスを展開中です。 

詳細は→http://www.meitetsu-bus.co.jp/info/detail/1173345_890.html 

□4月10日山口県のタクシーが子供１割引に 

 山口県の宇部構内タクシーが育児支援割引を導入しました。小学生以下の子ども（会員登録が必要）が対象となり、割引

率はメーター運賃の 10%となっています。 

詳細は→http://www.cgt.mlit.go.jp/release/06041002.html 

□4月16日JR東日本新宿駅で新改札口導入 

 JR 東日本の新宿駅構内工事に伴う仮駅舎としてサザンテラス口の使用が開始されました。 

□4月18日大阪市交通局1駅にバリアフリー設備新設 

 中央線本町駅にエレベータ 1 基が整備されました。 

 詳細は→http://www.kotsu.city.osaka.jp/news/kotsu_b/18/hitoyasa/ekisisetujujitu.html#180418 

□4月19日発表東京都営地下鉄にバリアフリー設備新設 

 内幸町駅、水道橋駅、志村三丁目駅、新宿駅、市ヶ谷駅、馬喰横山駅、浜町駅、東大島駅においてエレベーターが整
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備されました。 

 詳細は→http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/news/sub_t_20060413a.html 

□4月21日からルート検索システム導入 

 東京都交通局と東京地下鉄株式会社は、首都圏の地下鉄や鉄道の乗換えルートを検索できる「Tokyo のりかえ案内」端末

を共同で設置しました。 

 詳細は→http://www.tokyometro.jp/news/2006/2006-m09.html 

□4月21日樽見鉄道で新駅開業 

樽見線にバリアフリーにも対応したモレラ岐阜駅が開業します。 

詳細は→http://www006.upp.so-net.ne.jp/tarumi-railway/ 

□4月22日日豊本線で新駅舎 

 日豊本線苅田駅の改築工事が一部完成し、新駅舎での営業が開始しました。 

 詳細は→http://www13.jrkyushu.co.jp/newsreleaseweb.nsf/GeneralFrameset?OpenFrameSet 

□4月29日から名鉄でハンドル形車いす利用駅拡大へ 

 名古屋鉄道株式会社では、ハンドル形電動車いすご利用可能駅を 22 駅に拡大しました。 

 詳細は→http://www.meitetsu.jp/whats/521.html 

□5月1日から大阪市交通局にバリアフリー設備新設 

 大阪市交通局では、堺筋線堺筋本町駅に多機能トイレ１カ所、中央線本町駅にエレベーター１基を整備しました。 

詳細は→http://www.kotsu.city.osaka.jp/news/kotsu_b/18/hitoyasa/ekisisetujujitu.html#180501 

□5月15日から常磐線で女性専用車両導入へ 

 常磐線各駅停車（地下鉄千代田線直通）の朝通勤時間帯に女性専用車両が導入されます。 

 詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2006_1/20060408.pdf 

□5月15日から小田急線で女性専用車両が拡大 

 新宿行きの準急、千代田線に乗り入れる急行、準急に女性専用車両が導入されます。 

 詳細は→http://www.d-cue.com/program/info/data.info/1573_6180036_.pdf 

□6月2日成田空港に新旅客ターミナルがオープン 

 成田空港が新旅客ターミナルがオープンし、現在の 2.4 倍の面積を有する世界有数の国際空港に生まれ変わります。 

詳細は→http://www.naa.jp/jp/press/index.html からプレスリリース 2005 年11 月24 日版へ 

□7月1日から南海電気鉄道、泉北高速鉄道がピタパ導入 

 南海電気鉄道と泉北高速鉄道は7月1んちから ICカードシステム「PiTaPa」の導入されることになりました。現在、阪急電鉄、

大阪市交通局など 9 社局が導入済みです。 

詳細は→http://www.nankai.co.jp/company/news/pdf/060403.pdf 

□8月JR東日本でポスターから携帯に情報入手 

 Suica の技術を駅構内ポスターに組み込んだ新しい交通広告媒体「Suipo（スイポ）」が開発され、8 がつから新宿駅構内に登

場することとなりました。 

□東京都交通局で点字版のりかえ・出口案内（大江戸線編）を作成 
 東京都交通局は、点字版の「都営大江戸線のりかえ・出口案内」を作成しました。 

詳細は→http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/news/sub_n_20060421a.html 

□仙台市交通局で点字による乗車位置案内板を設置 

仙台市交通局は、交通バリアフリー特定事業計画に基づき点字による乗車位置案内板が設置されました。 

詳細は→http://www.kotsu.city.sendai.jp/baria/tenji.htm 

□今秋よりJR東海でICカード「TOICA」開始 

 JR 東海では今秋から名古屋エリアの在来線で IC カードサービスを開始することとなりました。 

詳細は→http://jr-central.co.jp/co.nsf/news/nws2006216-113711 

□来年初めからタクシーでもSuica導入へ 

 東京都内のタクシー会社で来年初めを目処に Suica が導入されることとなりました。 

詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2006_1/20060403.pdf 

□西日本鉄道 2008年春からICカード導入 

西日本鉄道では、鉄道、バス、グループの商業施設で使える IC カードを 2008 年春に導入することになりました。 

詳細は→http://www.nishitetsu.co.jp/nnr/inf/release/release05_146.htm 

□2007年3月からsuicaとPASMOの相互利用サービス開始 

首都圏のJR・公民鉄をはじめ路線バスなどに１枚のIC乗車券で乗車できる「IC乗車券の相互利用サービス」が開始します。
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この IC カードは子供用SF カードの発行や電子マネーの相互利用サービスなども開始します。 

詳細は→http://www.jreast.co.jp/press/2005_2/20051208.pdf 

 □2009年からJR北海道でICカード導入開始 

  JR 北海道では、2009 年から IC カード導入を開始予定です。 

詳細は→http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2006/060427.pdf 

 

６．各種催し物のお知らせ 

□アクセスディンギー体験会＆シンポジュウム 

日時：5月13日（土）9:00～15:00  

場所：茨城県土浦市京成マリーナクラブハウス２階会議室及び土浦港エリア 

費用：1,000円（保険・講師交通費） 

参加者：基本的に障害者スポーツに関心のある方、アクセスやカヌーの体験希望者。先着30名。 

問合せ先：京成マリーナ 営業 加固久雄 〒300-0033土浦市川口2-13-6  

TEL029-822-2437 FAX029-826-2839 E-mail keiseimarina@minos.ocn.ne.jp 

「シンポジューム＆スケジュール」 

9:30～12:00 午前の部 「アクセスディンギー体験」 

9:30～10:00  室内で説明を受ける。 

  10:10～10:40 屋外での説明。  

10:40～12:20 午前の部「セイリング研修＆体験」 

12:20～13:00 昼食 お弁当 

13:00～14:30 午後の部「視覚障害者の水上スポーツについての安全・安心・快適シンポジューム」 

□第9回 国際福祉健康産業展～ウェルフェア2006～ 

    日時：5 月19 日～21 日 ／ 場所：ポートメッセなごや 

□Exposanita' - International Healthcare Exhibition （国際ヘルスケア見本市）http://www.senaf.it/ 

 日時：5 月25 日～28 日 ／ 場所：Bologna Fair District   

□第11回 国際地下鉄・軽量鉄道・都市間高速鉄道輸送展 http://www.metro-exhibition.com/    

  日時：6 月6 日～8 日 ／ 場所：Guangzhou Jinhan Exhibition Centre 

□第33回土木計画学研究発表会（春大会） http://www.jsce.or.jp/committee/ip/ip33/index.html 

 日時：6 月10 日～11 日 ／ 場所：東北大学青葉山キャンパス 

□第２回介護フェア2006  http://www.noma.or.jp/cpc/ 

 日時：7 月12 日～14 日 ／ 場所：東京ビックサイト東展示棟（東京国際展示場） 

□日本福祉のまちづくり学会 第９回全国大会  http://fukumachi.net/zenkokutaikai9annai.html 

  日時：8 月26 日～28 日 ／ 場所：呉大学呉駅キャンパス 

□MEDTRADE 2006 http://www.medtrade.com/medtrade/index.jsp 

 日時：9 月19 日～21 日 ／ 場所：Georgia World Congress Center   

□第33回国際福祉機器展 H.C.R,2006  http://www.hcr.or.jp/ 

  日時：9 月27 日～29 日 ／ 場所：東京ビックサイト東展示ホール 

□HOSPIMedica ASIA 2006 - International Exhibition on Hospital, Pharmaceutical, Me 
http://www.hospimedica-asia.com/ 

  日時：10 月4 日～6 日 ／ 場所：Suntec Singapore   

□REHACARE International 2006 (国際リハビリテーション・介護機器展)  http://www.rehacare.de  

 日時：10 月18 日～21 日 ／ 場所：デュッセルドルフ見本市会場     

□第２回国際ユニヴァーサルデザイン会議2006 in 京都  http://www.ud2006.net/ 

 日時：10 月22 日～26 日 ／ 場所：国立京都国際会館（京都市） 他 

□P.P.C. 2006 第8回西日本国際福祉機器展 http://www.nishiten.or.jp/fukushi/ 

 日時：11 月9 日～11 日  ／ 場所：西日本総合展示場・新館 

□新潟国際ビジネスメッセ 2006 http://messe.pavc.ne.jp/ 

 日時：11 月16 日～17 日 ／ 場所：新潟市産業振興センター   

□IPEC21-2006 6th INTERIOR PRO EX CO ひと・環境・デザイン h ttp://www.ipec21.jp/ 

  日時：11 月22 日～25 日 ／ 場所：東京ビッグサイト西展示棟   
□九州ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/show/hs_kyushu/2005/index.html 
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  日時：11 月24 日～25 日 ／ 場所：福岡国際会議場   
□北海道ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/show/hs_hokkaido/2005/index.html 

  日時11 月28 日～29 日 ／ 場所：札幌コンベンションセンター 

□関西ホスピタルショウ2006  http://www.noma.or.jp/bsosaka/ 

  日時：12 月7 日～8 日 ／ 場所：インテックス大阪 

□日経住まいのリフォーム博 2006 （第2回）http://sumai.nikkei.co.jp/reform/reformhaku/  

日時：12 月14 日から  ／ 場所：東京ビッグサイト（東京国際展示場）   

 □GERONT EXPO - HANDICAP EXPO（高齢者自立支援製品・サービス専門見本市） http://www.pgpromotion.fr/ 

    日時：2007 年3 月 ／ 場所：Paris Expo-Porte de Versailles 

 □SIFER 2007（第5回 国際鉄道産業見本市）  http://www.sifer2007.com   

   日時：2007 年6 月12 日～14 日 ／ 場所：Lille Grand Palais      
  

７．その他 

■書籍に関して  

現在バリアフリー関係の書籍、パンフレットを発行しております。ご興味のある方は、当財団のホームページへ。 

→ http://www.ecomo.or.jp/barier_free/bari_press_4.html 

■記事募集中！ 

現在、次号メールマガジンに掲載させて頂ける記事を募集中です。セミナーのお知らせや、活動報告、コラム等々何で

も結構です。どしどしお寄せください。掲載をご希望の方は、メールか FAX でお送りください。  

→ E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 ■お願い（必ずお読みください。） 

・転送先及び、送付先について 

   このメールマガジンをご転送頂く際は、そのネットワーク、もしくは団体のお名前と人数をお教え頂ければと思います。また、

このメールマガジンをなるべく E-mail で送付させて頂きたいと思います。アドレスをお持ちの方はご連絡ください。 → 

E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 

８．コ ラ ム   

最近、交通機関のトイレが快適になった。当然、交通事業者の方の熱心な取り組みによるものだが、これにも大きな問題がある。

それは利用者のマナーである。いくら設備が整い使いやすくなっても、利用者の身勝手な、自分だけ満足できればそれでよしとす

る考えはどうも不愉快である。 

また、点字ブロックの上に無数の自転車または看板などが置いている状況をよく見かけます。制度や施設がどんなに整備され

ても一人ひとりがその意味をしっかり理解していなければバリアとなってしまいます。 

他の人が使用するときにはどうでも良い、自分には関係がないからといった無関心・無理解が生み出す差別や偏見が、私た

ちの生活の中にまだまだたくさんあります。 

すべてが解消されることは、大変な時間を費やすると思いますが、先ずは自分が、一人ひとりが他人を思いやる心を持ち、日

常生活をおくりたいものである。 

 

 
             ■□■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□■□■ 

バリアフリー推進ネットワーク事務局 （交通エコロジー・モビリティ財団） 

E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  URL：http://www.ecomo.or.jp/ 

■□■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－□■□■ 


